
委員会等会議録（調査・研究概要） 

 

平成２８年７月１４日 

 

 箱根町議会議長 様 

広報広聴委員会委員長   

 

 箱根町委員会条例第 26条に規定する会議概要等（会議録）を作成したので報告します。 

会 議 名 広報広聴委員会 

開 催 日 平成２８年７月８日（金） 

時 間 午後１時２分 から 午後２時４４分 まで 

開催場所  本庁４階会議室 

出
席
者 

議会 
稲葉親太郎委員長、勝俣剛一副委員長、村野由紀子委員、川口延明委員、 

山田成宣委員、折橋尚道委員 

執行部 ― 

事務局 片倉事務局長、鴻田副主幹、髙梨 

傍聴者 公開・非公開の別：公開      傍聴者：なし 

議事日程 
日程第１ 議会報告会及び意見交換会の反省について 

日程第２ 議会だよりについて 

会議概要 

 

1 概要 

日程第１の１ 議会報告会の反省について 

以下の意見が出されたもの。 

 今回初めて２部制で行い、周知が少なく声掛けをする必要もあるように思うが、

毎年少しずつ、口コミで参加者を増やしていくことも考えられる。 

 報告会に来られなかった方々について、議会に問題があるのか、もしくは、遠い、

興味がない、面倒、議員に任せた、等の意見で町民に来てもらえないのか。 

前回のアンケートを受けて２回開催としたことは前回の要望に応えたこととなるた

め、良かったのでは。 

回覧に載せたり、開催場所を変更するのはどうか、積極的に周知をする必要や関

係部門と協議した方がよいのではという意見が出された。 

他には町内の５か所でやってはどうかとの意見もあった。 

 

・開催時期について 

６月なら予算、１０月だと決算の時期、皆が聞きたい、言いたいとなるのは予算

ではないか、また、定着を図るためにも開催時期は変更しない方が良いのでは。 

 

・周知方法について 

回覧以外には町内のコンビニ等にポスターの掲示を各議員が行うのはどうか。 

 



・開催地域数や回数について 

１年で５か所なのか、５年で５か所とするのか、畑宿や山崎についてはどうする

のか。 

開催回数を維持もしくは増加させること前向きな議員もいれば、年１度の開催で

もいいのではと考えている議員もいる。 

会場ごとで議員を分けて、責任を持たせたり、近隣の市町のやり方等はどうか。 

以上のことを踏まえて、議会改革特別委員会で広報広聴の反省の報告と、来年の開

催回数を図ることとなったもの。なお、地域別で集まりやすい時間も変わってくる

ため、その点は課題とし各議員が持ち帰ることになった。 

 

日程第１の２ 意見交換会の反省について 

質問と答弁を合わせて5分は厳しいため、質問を行う時間を5分としてはどうか。 

答弁が長くなってしまうと、５分で再度質問したり、聞きたいものが聞けないため

厳しい。 

報告事項で伝えようとしていたことを聞かれ回答されていた場面が何回かあった

ため、開催前に事前の打ち合わせをした方が良いのではないか。 

他には、会派ごとで１つは通告をすべき、来年も誘客宣伝委員会を呼んでもらい

たい、町の観光課も呼んでみるのはどうかといった意見が出された。 

 

日程第２ 議会だよりについて 

議会報告会の原稿を稲葉議員が、意見交換会の原稿を剛一議員が記載することと

決定した。 

目の見えない人に対して、広報はこねと同様に、議会だよりの一部（一般質問）

を録音サークルに録音してもらう方向で進めていく。 

表紙は花火の夏らしいものとし、巻末に広報はこねの『我が家のアイドル』に似

たよう形で、ペットの写真を掲載するのはどうか、『我が家のペット』（仮称）とい

うコーナーを設ければ、小さな子にも見てもらえるのではと提案があり、初回は委

員のペットを載せ、今後は調整していく流れとなった。 

  

 

そ の 他 
 

 


